
平
日
激
務
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
土
曜
日
だ
け
の
た

め
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
る
の
は
本
当
に
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ
お
越
し
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
保
坂
区
長
や
松

村
副
区
長
、
嶋
崎
京
浜
河
川
事
務
所
長
、
宮
本
横

浜
国
道
事
務
所
長
も
、
お
忙
し
い
中
、
わ
ざ
わ
ざ

お
越
し
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
突
然
の
来
賓
の
渡
辺
副
会
長
も
、
お
越

し
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。

当
団
体
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
今
回
で
８
回
目
に
な
り
ま
す
。
通
常
は
２
月

に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
度
末
で
の
活
動
締

め
と
来
年
の
方
針
策
定
の
た
め
の
作
業
期
間
が
短

く
、
手
薄
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
た

め
、
時
間
的
に
６
月
に
変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
事
務
局
の
方
々
が
検
討
し
た
結
果
の
決
定
で

す
。

二
子
玉
川
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

主
に
４
年
ご
と
に
新
た
な
カ
ル
テ
ィ
バ
が
設
け
ら

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
初
の
２
０
１
５
年
か

ら
２
０
１
９
年
ま
で
の
４
年
間
は
、
産
み
の
苦
し

み
も
あ
っ
た
も
の
の
、
た
く
さ
ん
の
関
係
者
が
力

を
合
わ
せ
て
団
体
を
立
ち
上
げ
、
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
最
初
は
認
知
度
が
低
く
、
我
々
自
身
が
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
団
体
を
確
立
し
て
き
た
と

い
う
の
が
、こ
の
４
年
間
の
背
景
で
し
た
。
そ
し
て
、

２
０
１
９
年
に
一
般
社
団
法
人
と
し
て
法
人
化
し
、

世
田
谷
区
の
方
々
か
ら
は
都
市
再
生
推
進
法
人
の

第
１
号
と
し
て
指
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
指
名
は
非
常
に
先
進
的
な
も
の
で
あ
り
、
誇

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

整
備
計
画
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
翌
年
に
は
、

京
浜
河
川
事
務
所
の
方
々
か
ら
、
多
摩
川
の
河
川

敷
の
オ
ー
プ
ン
化
と
専
用
主
体
の
指
定
を
い
た
だ

き
、
更
な
る
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
地
元

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、様
々
な
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
橋
脚
の
落
書
き
の
清
掃

活
動
や
、
水
辺
と
道
路
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
我
々
を
含
め
た
４
つ
の
会
社

が
一
緒
に
行
い
、
地
元
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
４
年
間
は
、コ
ロ
ナ
が
あ
っ

た
こ
と
や
築
堤
の
整
備
な
ど
も
あ
り
、
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
時
期
で
し
た
が
、

こ
こ
に
い
る
メ
ン
バ
ー
や
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
の
力
に
よ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
活
動
を
や
り

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
こ
の
４

年
間
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
今
、
こ
の
３
段
階
目

に
入
っ
た
時
期
に
、
今
年
度
以
降
の
エ
リ
マ
ネ
の

立
ち
位
置
や
存
在
の
形
を
考
え
て
い
ま
す
。
後
ほ

ど
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
の
方
か
ら
今
年
度
の
活
動

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
今
日
は
西
村
先

生
や
萩
野
さ
ん
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
す

る
予
定
で
す
。
会
場
で
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
１

０
０
人
会
議
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
お
り
、
今
年

二子玉川エリアマネジメント新聞
第
８
回
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
都
市

再
生
推
進
法
人
の
新
た
な
取
り
組
み
を
報
告

【
世
田
谷
区
】

二
子
玉
川
に
匹
敵
す
る
魅
力
的
な
エ
リ
ア
を
目
指
す

街
づ
く
り
の
取
り
組
み
進
行
中

無
堤
防
解
消
工
事
や
下
北
沢
の
住
民
参
加
型
街
づ
く
り
な
ど
で
新
た
な
価
値
創
出

５
Ｇ
技
術
と
新
し
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
に
つ
い
て
議
論

第
８
回
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て
、
都
市
再
生
推
進
法
人

の
第
１
号
に
認
定
さ
れ
た
団
体
が
、
多
摩
川
河
川
敷
の
オ
ー
プ
ン
化
や
、
協
力
企
業
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
を
展
開
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
新
た
な
カ
ル
テ
ィ
バ
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
議
論
す
る
予
定
だ
。
特
に
今
年
度
は
５
Ｇ
技
術
を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
新
し
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
在
り
方
に
つ
い
て
実
験
的
に
取
り
組
む
予
定
で
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
充
実
し
た

時
間
が
予
測
さ
れ
る
。

▪二子玉川エリアマネジメントシンポジウ
ムの挨拶。佐藤正一が代表理事を務める
一般社団法人であること、会の歴史や法
人化、指定団体としての活動などを振り
返り、今後の活動方針についても今考え
ている段階である旨を述べた。

▪二子玉川シンポジウムで、１００人会議
システムを使用して、新しいシンポジウ
ムの運用方法を実験的にトライする予定。
カタリスト BA そのものの役割もこれで
終わり。世田谷区長が河川敷の活用や、
二子玉川のエリアマネジメントについて
話し、新しい街に価値を作り出すための
本格稼働に期待をしている。

▪国土交通省関東地方整備局の、京浜河川
事務所所長と横浜国道事務所所長からの
挨拶がありました。京浜河川事務所は多
摩川の整備管理をしており、利用や地域
活性化に注目しているとのことでした。
一方、横浜国道事務所は道路管理や橋梁
管理で、二子玉川エリアマネジメンツに
協力していると述べられました。

▪2023 年度の活動方針について説明される前に、二子玉川
エリアマネジメンツ団体の歴史が振り返られた。2015 年
以来、エリアマネジメントに関する認知と理解を広げる
活動を行ってきた。2019 年からは事業の幅と規模を増や
し、2023 年からは川のエリマネから、町のエリマネへの
転換を目指し、町での活動に積極的に取り組んでいく予定。
また、街のビジョン作りや街の活動支援、オープンな運
営の実現を目指し、地域との連携を深めた組織体制を整
備していく計画。

要約すると・・・

は
５
Ｇ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
新
し
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
在
り
方
に
つ
い
て
実
験
的
に
ト
ラ
イ
し
ま
す
。

後
程
、
振
り
返
り
の
と
こ
ろ
で
二
子
玉
川
学
会
の

話
や
５
Ｇ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
を
し
て
も
ら
う

予
定
で
す
。
こ
の
最
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
い

ろ
ん
な
方
と
出
会
い
、
取
り
組
み
を
し
、
議
論
を

尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
大

切
に
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
も
お
答
え

で
き
る
よ
う
、
充
実
し
た
時
間
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
８
回
の

二
子
玉
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
始
め
ま
す
。
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今回のシンポジウムにご登壇いただいたみなさま（撮影：人間の取材班）
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世田谷区長 保坂 展人

世
田
谷
区
で
は
、
二
子
玉
川
に
負
け
な
い
魅
力
的

な
エ
リ
ア
を
目
指
し
、
街
づ
く
り
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
過
去
に
は
２
０
１
９
年
の
第

１
９
号
台
風
が
大
き
な
試
練
と
な
り
、
無
堤
防
地

域
か
ら
水
が
出
て
被
害
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国

土
交
通
省
へ
被
害
回
復
の
要
望
が
通
じ
、
無
堤
防

の
解
消
工
事
も
進
行
中
で
あ
る
。
今
年
の
花
火
大

会
も
実
施
さ
れ
る
そ
う
だ
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ツ
の
活
動
が
本
格
化
し
、
活
動
資
金
も
年
出
し
で

新
し
い
街
に
価
値
を
作
り
出
し
て
い
る
。
下
北
沢

で
は
線
路
上
部
や
ガ
ー
ド
下
が
完
成
し
、
住
民
参

加
型
街
づ
く
り
の
運
営
体
制
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
世
田
谷
区
行
政
も
二
子
玉
川
で
の
活
動
に
期

待
を
寄
せ
、
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
。

多
摩
川
整
備
管
理
に
お
け
る
地
域

活
性
化
と
利
用
方
法
の
重
視

横
浜
国
道
事
務
所
宮
本
氏
、
二
子

玉
川
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ツ
と
の

連
携
に
感
謝

二
子
玉
川
学
会: 

福
祉
研
究
と
地
域
活
性
化
の
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
へ
の
取
り
組
み
を
発
表

島
崎
晃
博
所
長
が
語
る
危
険
回
避
の
取
り
組
み
と

イ
ベ
ン
ト
両
立
の
調
整
。

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
景
品
河
川
事
務
所

所
長
、
島
崎
晃
博
氏
は
、
多
摩
川
の
整
備
管
理
を

担
当
し
て
お
り
、
治
水
だ
け
で
な
く
環
境
や
利
用

も
重
視
し
、地
域
活
性
化
や
利
用
方
法
に
心
を
配
っ

て
い
る
と
説
明
。
１
年
間
に
危
険
な
場
面
は
少
な

い
た
め
、
３
６
５
日
の
う
ち
３
０
０
日
以
上
は
地

域
の
方
々
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
二
子
玉
川
地
区

の
工
事
や
花
火
大
会
な
ど
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
両

立
を
調
整
中
で
す
。

横
浜
国
道
事
務
所
の
宮
本
氏
は
、
８
回
目
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
挨
拶
し
、
二
子
玉
川
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ツ
と
国
道
２
４
６
号
線
の
道
路
管
理
・
橋
梁

管
理
で
の
連
携
に
感
謝
の
意
を
示
し
た
。
昨
年
の

協
客
部
の
落
書
き
対
策
で
の
連
携
が
成
功
し
た
こ

と
も
特
筆
し
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
連
携
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
参

加
者
に
と
っ
て
今
後
の
取
り
組
み
を
考
え
る
良
い

機
会
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
ご
自
身
が
４
月
か
ら

始
め
た
た
め
勉
強
不
足
を
感
じ
な
が
ら
も
積
極
的

に
学
び
た
い
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

要約すると・・・

二
子
玉
川
学
会
は
、
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち

が
研
究
成
果
や
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
地

域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
。
同
学
会
で
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
話
題
に
、
年
に
一
度
、
渋
谷
を

起
点
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
含
め
た
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
取
り
組
み
を
発
表
。
ま
た
、毎
月
テ
ー

マ
を
発
表
し
、
幅
広
い
分
野
で
成
果
を
共
有
。
都

市
大
学
夢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
発
表
会
を
開
い
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
い
て
い
る
。
今
後
は
都
市
研
究

に
特
化
し
、
サ
ポ
ー
ト
と
指
導
を
募
り
つ
つ
、
更

な
る
成
長
を
目
指
す
。
参
加
者
た
ち
は
、
新
技
術

を
自
身
の
テ
ー
マ
に
取
り
入
れ
、
価
値
創
出
を
学

ん
で
い
る
。

令
和
５
年
度
活
動
方
針
発
表
：

当
法
人
事
務
局
長
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
シ
フ
ト
と
町
全
体
の

活
動
推
進
を
発
表

渡
邊
祐
介
当
法
人
事
務
局
長
は
令
和
５
年
度
の
活

動
方
針
を
発
表
。
当
法
人
は
２
０
１
５
年
か
ら
任

意
団
体
と
し
て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

活
動
を
行
い
、
２
０
１
９
年
か
ら
一
般
社
団
法
人

化
。
今
後
は「
川
の
エ
リ
マ
ネ
か
ら
町
の
エ
リ
マ
ネ
」

へ
と
シ
フ
ト
し
、町
全
体
の
活
動
を
推
進
。
さ
ら
に
、

「
自
分
が
動
く
エ
リ
マ
ネ
か
ら
み
ん
な
と
考
え
支
え

る
エ
リ
マ
ネ
」
へ
と
変
わ
り
、
町
で
行
わ
れ
る
活

動
に
つ
い
て
連
携
を
深
め
る
。
ま
た
、「
誰
か
の
エ

リ
マ
ネ
か
ら
継
続
す
る
エ
リ
マ
ネ
」
へ
と
進
ん
で

い
く
考
え
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
２
０
２
３
年
度

以
降
に
は
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
へ
の
関
与
や
町

の
活
動
の
支
援
を
強
化
し
、
オ
ー
プ
ン
な
運
営
に

努
め
る
と
し
て
い
る
。
当
法
人
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
町
の
価
値
向
上
に
寄
与
す
る
予
定

で
あ
る
。

研
究
室
が
人
流
観
察
と
舗
装
変
更
で
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
創
出: 

定
点
カ
メ
ラ
・
モ
バ
イ
ル
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
地
元
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
験
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
活
か
し
、
私
た
ち

の
研
究
室
は
定
点
カ
メ
ラ
で
人
流
を
観
察
し
、
重

機
が
置
か
れ
た
場
所
で
人
々
の
会
話
や
飲
食
が
増

え
る
変
化
を
発
見
。
ま
た
、
未
使
用
の
価
値
あ
る

本
を
昭
和
女
子
大
学
や
ヤ
マ
ハ
と
共
同
で
地
元
に

活
用
、
親
子
連
れ
が
交
流
を
深
め
る
場
を
提
供
。

さ
ら
に
モ
バ
イ
ル
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
活
動
の
一
環

と
し
て
設
置
し
、
歩
車
道
利
用
の
空
間
を
作
り
出

し
て
い
る
。
舗
装
変
更
に
よ
る
道
路
空
間
の
活
用

も
図
り
、
学
生
が
交
流
の
た
め
屋
台
を
出
し
た
り
、

手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
並
べ
る
活
動
も
展
開
。

今
後
も
道
路
で
の
交
流
を
実
験
的
に
広
げ
て
い
く

考
え
だ
。

５
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
生
成
系
Ａ

Ｉ「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
紹
介
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
テ
レ
ポ
ー
ト
」
と
と
も
に
地
域

活
性
化
目
指
す

ビ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
代
表
取
締
役
社
長
の
高
野
雅
晴

氏
は
、
東
京
都
の
支
援
事
業
に
よ
り
取
り
組
ん
で

い
る
５
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
生
成
系
Ａ
Ｉ「
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
を
用
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
実

験
に
つ
い
て
紹
介
。５
Ｇ
技
術
を
活
用
し
た
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
二
子
玉

川
エ
リ
ア
で
の
成
功
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

自
治
体
と
の
協
力
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
の
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
証

さ
れ
た
。
今
後
も
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
連
携

し
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
と
の
声
明
が
あ
っ
た
。

全記事自動執筆：ChatGPT記者
編集：平野友康　松尾周汰　穂坂裕貴　山田 真一 DevCafe 取材班
ver.1.0r2

第８回二子玉川エリアマネジメントシンポジウム特集号

2023 年 6月 10日（土曜日）　発行：５G技術活用型開発等促進事業・インフォシティグループ　／　テレポート株式会社

この新聞は私たち編集部が開発した「ChatGPT 記者」が執筆した記事のみで構成されており人間は一文字も記事を書いてません。なので誤字誤認識があってもお許しくださいませ
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注
：
西
村
先
生
の
時
点
で
印
刷
な
ど
の
時
間
を
考
慮
し
以
降
記
事
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん


